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論
文
を
審
査
し
て

京外大教授・
中
嶋

わ
が

国
の

将

米
の

生存
の

峨

路
が

ア
ジ

ア
・

太

平

洋

地

域
の

批判

皮
に

大
き

く

か

か

わ
っ

て

必

り
、

近

年
、

と

の

地

域
が

地

球

上

も
っ

と

も

活

力
に

富

ん

で
い

る

と
の

認

旅
は
、

一

般
に

も

か

な

り

広
が

っ

て

き

た
・

そ

れ

だ

け
に

今

回

は
、

そ
の

よ

う

なも
H

新
し
い

太

平

洋

時

代
H

に

臼

木

位

ど

う

対

処

す
べ

き

か

と

い

う

政

策

拾
が

圧

倒

的
に

多

か
っ

た
。

半

面
、

と

れ

ら

地

域
の

人
び

と

と
の

交

流
や

文

化

接

触
な

ど

に

終

点
を

当
て

た

体

験
問
酬
は

ほ

と

ん

ど

な

点
、

ま

た
、

女

性
の

応

募
が

ど

く

少
な

く
、

若
い

世

代
の

嶺
雄

男

性
の

文

裁

も

少
な

か
っ

た
。

ア
ジ

ア
・

太

平

洋

地

波
が

日

本
の

若

者
や

女

性
に

と
っ

て
、

レ

ジ

ャ

ー

旅

符
や

新

川知

旅

行
の

フ

ィ

ー
ル

ド

で

し

か

な
い

と

し

た

ら
、

そ

れ

と

そ

間

短
で

あ
ろ

う
。

大

巡

第
一
一
郎
の

大

野

栄
三

氏
の

作
口
削

除
、

と

の

テ

ー
マ

に

か

ん

す
る

専

門

倫

文
と

し

て

も

満

点
に

近
い

秀

作
で．
あ

り
、

務

資

HH
一

向
か

ら

も

断

然

日
い

点

数

を

仰向
た
。

過

去
に

も

入

選
お

よ

び

佳

作

入

選
の

経

験

を

有

す
る
ベ

テ
ラ

ン

だ

と
い

う
が
、

八

十

三

歳
の

高

齢
に

し

て

文

務
が

若
々

し

く
、

視

野

も

広
い
。

入

選

第
二

郎
の

松

本

治

郎

氏

「
シ

ン
ガ

ポ

ー
ル

で

教
え

ら

れ

た
と

と
」

段
、

数

少
な
い

体

験

給
で

あ

り
、

平

明

な

文

読
に

よ
っ

て

留

学

生

交

流
の

う

え
で

考
え
ね

ば

な

ら

な
い

問

題

点
を

抑制
い

て
い

る
。

読
ん

で

ほ
の

ぼ

の

と

す
る

作

品

だ
が
、

や

や
一

般

論
に

過

ぎ

る

と
い

う

気
も

す
る
。

－ ． 

入
選

大
野
兼
三

’
松
本
治
朗

今
回
敏
之

！
朴

京
男

西
原
金
次郎

佳
作佳

作

第
一

服
の

今

回
敏

之

氏
の

文

章

除
、

「

三

つ

の

際

機
」

に

終

点
を

絞
っ

て

お

り
、

バ

ナ

ナ

の

話
の

よ

う
に

具

体

的
な

間．
m

点
を

指

摘

し

て

い
・

て
、

論

旨
も

明

磁
で

あ
る
。

佳

作

第
二

腐
の

朴

京

男

氏

「
日

木
を

見
つ

め

る
ア

ジ

ア
」

は
、

在
日

輪

国

人
の

作
品

か

と

思
わ

れ

る
が
、

そ

れ

だ

け
に

ア

ジ

ア

の

H

内

側
d

か

ら
の

鋭
い

限
が

感

じ

ら

れ

た
。

佳

作

第
三

郎
、

西

際
金

次

郎

氏
の

文

意
は
、

在

外

邦

人
の

デ
1
hT

が

興

味・
深
く
、

よ

く
バ

ラ

ン

ス

の

と

れ

た

政治
を

反

問
し

て
い

る
。

一

つ

の

見

践
で

あ
ろ

う
。．

γ

ジ

ア
・

太

平洋

地

被
は
、

二

十
一

世

紀
伊ル

向

け
て
、

と

れ

か

ら

本

抑制

的
に

交

流
し
、

相

互

依

存

関

係

を

強
め

て

ゆ

く

対
必
で

あ
る
が
、

そ
の

多

段

位

と

複

雑
さ
に

つ

い

て

の

隊

総

は
、

ま

だ

十

分
に。

深
ま
っ

て
い

な
い

よ

う
に

思
わ

れ

た
。

． 

． 
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聞闘幽
．

「
今
日
の
海」
と
し
て
の
太
平
洋

地

中海
は
昨
日
の
海、
大
西
洋
は
今
日
の
鵡川
太

平
洋
は
明
日
の
海
と
宮
わ
れ
た
時
代
位
終
わ
っ
た。

い
ま
太
平
洋
は
今
日
の
海
に
み
りつ
つ
あ
る。
そ
の

背
景
と
し
て
次
の
六
つ
が
あ
げ
ら
れ
よ
うJ

一
、

と
の
地
域
の
経
済
成
長
率
の
高
さ 。
た
と
え

ば、
過
去
十
年
間、
A
S
E
A
N
（
東
南
ア
ジ
ア
諸・

図迎
合、
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア、・
マ
レ
ー
シ
ア、
フ
ィ9

ピ
ン 、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル 、
タ
イ 、
プ
ル
ネ
イ）
の
年

・
平
均
実
質
成
長
率
低
八

Mm台 、
プ
ジ
ア 、
N
I
C
S

（
新
興
工
業
国、
範
囲、
台
湾、
香
港、
な
ン
ガ
ポ

ー
ル）
の
そ
れ
は
七
Mm
台
に
透
し
た。
そ
の
問
欧
州

の
そ
れ
は
こ
鮮
に
過
ぎ
な
か
っ
た。
何
よ
り
技
術
革

新
の
う
ね
り
が、
と
の
地
域
の
経
済
に
活
気
を
与．
ぇ．

て
い
る。

二、
米
国
が
圏
内
経
済
の
重
心
を
大
西
洋
か
ら
太、

平
洋
に
移
し
つ
つ
あ
る。
む．
れ
ま
で
は
ピ
ッ
ツ
パ
1．

グ、 ．
デ
ト
ロ

イ
ト
を
代
表
と
す
る
フ
ロ
ス
ト
ベ
ル
ト

（
箱
の
降
り
る
地
域）
が
鉄
鋼、
自

動車
な
ど
の
基

仙台市
学．習・
霊
営

歳

兼＝

大－

野

幹産業
を
抱
え
米
経
務
の
中
心
だ
っ
た
が、
近
年
は

航
空 、’
エ
レ
ク
ト
ロ
ユ
ク ．ス 、・
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
先

端
産
業、・
成

長産婦掃
を
擁
し
た
サ
ン
ベ
ル
h
〈
陽
光

の
降
り
そ
そ
ぐ
地
域）
が
伸
び
て
き
て
い
る
に
つ
れ

て、
世
界
経
済
の
重
心
も、
大
西
洋
を
は
さ
ん
だ

門
米
国
l
西
欧」
か
ら
太
平
洋
を
囲
ん
だ
「
米
国
l

ア
ジ
ア、
オ
セ
ア
ユ
ア」・．へ
と
移
り
つ
つ
あ
る。

三、
y
迎
も
最
近
は
自
ら
を
「
太
平
洋
国
家」
と

称
し
つ
つ
あ
り 、

太
平
洋
艦
隊
は
黒
満 、
北
洋 、
パ

ル
チ
ッ

ク
を
し
の
ぐ

最
大
の
勢
力
と
な
っ・
℃
い
る 0

．
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
S
S
l
m
の
極
東
配
備
数
も
急
速

に
ふ
えー
と
れ
ら
の

軍事力
を
組
織
的
に
助
か
す
た

め
の
極
東
統
括
本
部
も
最
近
設
値
さ
れ
た。

回、
中
国
は
近
代
化
の
実
績
を
あ
げ
る
た
め1
日

米
と
太
平
洋
地
域
諸
国
ど
η
連
繋
を
強
化
じ
つ
つ
お・

り、－
九
九
七
年
取
香
地返還
も
は
っ
き
り
し
て
き

た。
ま
た
と
れ
ま．
で
と
の
地
域
の．
政
治
的
不
安
定
の

要
因
で
あっ
た
朝
鮮
半
島
の
緊
狼
も、
緩
和
の
兆
し

を
み
せ
始
め
て
い
る 。
さ
ら
に
英
国
の
E
C
（
欧
州

共
同
体）
加
盟
に
伴
い、 ．
或
州 、
－
Z
l
ジ
l
ヲ
ン ．

ド
は
太
平
洋
国
家
と
し
て
生
き
る
覚
悟
を
固
め、
経・

済、軍
事
両
国
で
太
平
洋
地
域
と
の
き
ず
な
を
太
く

し
て
き
で
い
る。．

五、
資
源
の
強
か
な
と
と。
西
欧
は
植
民
地
主
義

に
よ
っ
て

資源
を
外
に
求
め
た
が、
太
平
洋地
域
に

は
米
国、
カ
ナ
ダ九

中
園、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア、豪
州

な
ど
の
資
源
国
が
ひ
し
め．い
て
い
る。
広
大
な
海
面

も
か
つ
て
は
因。と
図
を
隔
て
る
陣
容
物
だっ
た
が、・・

今
は
人
と
物
と
カ
ネ
を
つ
な
ぐ
回
廊
で
あ
る 。

六、B
と
の
地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
笑
験
が
始
ま
っ

て
い
る。
相
互
扶
助
の
伝
統
を
生
か
し
た
敵
国
の
農

村
運
動
「
セ
マ
ウ
ル」
、
マ
レ
ー
シ
ア、
イ
ン
ド
ネ

．
シ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
教
と
経
営
を
結
び
つ
け
よ

う
と
い
う
試
み月
と
ま
や
か
な
感
性
と

ご砲
の
完
全
．

主
義
を
持
つ
日
本
的
経
営
な
ど
で
あ
る。
政
治
構
造

も
隣
会
制
民
主
主
義
か
ら
強
栂
主
義、
イ
ス
ラ
ム
教

の
サ
ル
タ
ン
制、
ミ
ク
ロ
キ
シ
ア
の
立
mm
君
主
制、

中
国
を
含
め
れ
ば
共
産
主

義制
ま
で
多
岐
で
あ
る。

ペ
モ
お
す
は
ベ
日
本
は
こ
の．「
新
し
い・．
太
平
洋・
時

代」
に
ど
う
対
応
すべ
き
だ
ろ
う
かι
・

前述
η
通
り、
太
平
洋
地
域
は
世
界
の
他
の一
地
域

に
比ベ
経
済
成
長
カ
に
富
み、
活
力
を
持
つ
諸
国
の
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